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市議会定例会

茨城大学集中講義

　令和3年第3回常陸大宮市議会定例会が、9月2日から9月21日まで開会されました。この定例会では、次の議
案（市長提出議案）の審議が行われ、それぞれ認定、可決、承認及び同意されました。
　令和２年度決算
○常陸大宮市一般会計歳入歳出決算・特別会計（７会計）歳入歳出決算の認定について
○常陸大宮市上水道事業会計・下水道事業会計利益の処分及び決算の認定について
　条　　例
〇押印の見直しに伴う関係条例の整備に関する条例
○常陸大宮市地域センターの設置及び管理に関する条例
○常陸大宮市地区集会施設の設置及び管理に関する条例
○常陸大宮市コミュニティセンターの設置及び管理に関する条例
○常陸大宮市駅交流センターの設置及び管理に関する条例
○常陸大宮市手数料徴収条例の一部を改正する条例
○常陸大宮市税条例の一部を改正する条例
○常陸大宮市過疎地域自立促進のための固定資産税の課税免除に関する条例の一部を改正する条例
○常陸大宮市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例
○常陸大宮市立学校設置条例の一部を改正する条例
○常陸大宮市いじめ問題対策連絡協議会等条例
○常陸大宮市公民館の設置及び管理に関する条例
　令和３年度補正予算
○常陸大宮市一般会計補正予算・特別会計（２会計）補正予算、上水道事業会計補正予算、下水道事業会計補正予算
　専決処分
○常陸大宮市一般会計補正予算
　その他
○常陸大宮市過疎地域持続的発展計画について
○市道路線の廃止について
○市道路線の認定について
○教育委員会委員の任命について
　　宮田　則子　氏

　茨城大学と常陸大宮市の地域連携事業のひとつであ
る「茨城大学集中講義」を、３日間にわたり実施しました。
　例年ならば、茨城大学の学生が地域を訪れ、各地域
の取り組みについて講話を聴いたり見学をしていまし
たが、今年度は新型コロナウイルス感染症の感染拡大
を受け、リモートでの講義となりました。
　１日目は、諸沢西区長の小野瀬眞夫さんより、北富
田地区の地域コミュニティにおける取組事例や、フロ
イデDANの西村和也さんより北富田地区との協働事
業について学びました。
　２日目は、御前山地域でいちごを栽培している都竹
大輔さんより、移住や農業を通じての地域との関わり
について、野口第３区前区長の皆川善廣さんより、令
和元年東日本台風で被災された時の地域の取り組みに
ついて、茨城大学の卒業生で、現在地域おこし協力隊
として活躍している星野由季菜さんと市の職員として
活躍している溝江若菜さんからは、大学時代の体験か

ら現在までの活動や取り組みについて講義していただ
きました。
　３日目は、講義で学んだことや他市町村の取り組み
を参考に、学生らしい視点や柔軟なアイデアを盛り込
んだ、常陸大宮市の地域活性化への取り組みの提案を
まとめ発表しました。

▲リモート講義の様子
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下水道コンクール
作品展開催

長倉城跡遊歩道整備
ボランティア作業

　９月10日の「下水道の日」にちなみ、下水道への
理解を深めるとともに、下水道の大切さを知っても
らうことを目的に作品を募集し、市内の小中学校や
市民の方から、絵画やポスター、書道、作文、標語
など442点の応募がありました。作品は、山方公民
館で展示され、たくさんの方々が会場を訪れました。

　大賀小学校１・２年生を対象として、市内在住の芸
術家であり、常陸大宮大使でもある寺門由紀さんを講
師に招き、絵画のワークショップを開催しました。寺
門さんからパステルを使った絵の描き方を教わった子
供たちは、思い思いに制作に取り組んでいました。
　個人作品のほか、全員で大きな魚の絵を制作し、道
の駅常陸大宮～かわプラザ～に展示しました。
　展示会場では、「どの作品もとてもきれいですばら
しい」「あたたかい気持ちになった」などの多くの感
想が寄せられました。

　市指定史跡となっている御前山地域（長倉地区）
の長倉城跡で、十数名のボランティアが参加し、遊
歩道入口から城跡まで約400mの草刈り作業が行わ
れました。
　例年は春と秋の２回実施していたところ、新型コ
ロナウイルス感染症拡大の影響により、約２年ぶり
の実施となりました。
　近年、城巡りなどがブームとなっていることもあ
り、訪れる方が増えている長倉城跡。今後も引き続
き、ボランティア活動を継続していく予定です。
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全国大会出場決定！
表敬訪問

消防団車両貸与式

　宮下 旺亮さん（村田小学校５年生）が９月18日・
19日に群馬県高崎市で開催される全国大会出場を前
に、鈴木定幸市長を表敬訪問しました。
　鈴木市長から激励の言葉が送られ、全国大会に臨
みました。惜しくも初戦で敗れましたが、茨城県の
代表として全力を尽くし、最後まで戦い抜きました。

　本市の消防団は、全18分団65部及び女性分団で
組織され、それぞれの地区で消防車両を用いて、火
災発生時の初期段階での消防活動、延焼拡大防止、
夜警による火災防止啓発など、地域防災の中核的存
在として活動しています。
　経年劣化した消防車両を計画的に更新し、災害発
生に備えることを目的に、今回小型動力ポンプ付積
載車を第10分団第２部（下檜沢）と第12分団第３部（鷲
子）に、CD-1型消防ポンプ自動車を第16分団第１部

（野口）に貸与されました。

9/28 寺門由紀さんワークショップ

�広報紙に記事を掲載しませんか？ �

　広報常陸大宮では、「市民の方からまちので

きごと」を募集しています。皆さんがお住まい

の地域のできごとについて、原稿と写真データ

を直接お持ちいただくか、メール等でお送りく

ださい。

　また、希望があれば取材にうかがいますので、

情報の提供をお願いします。

■問い合わせ■

政策審議室　企画政策課　広報戦略グループ

� ☎�52-1111（内線311）FAX�53-6010

メールアドレス　kouhou@city.hitachiomiya.lg.jp

※ ただし、内容が営利・宗教・政治的なものや

公序良俗に反するもの等は掲載できません。

また、紙面の都合上、掲載が遅れる場合もあ

りますので、ご了承ください。

善意 をありがとう

▲（右）石川 直人日本空手協会 常陸大宮支部長
　（中央）宮下 旺亮さん

▲車両装備の説明を受ける消防団員の皆さん ▲ボランティア活動に参加した皆さん

▲たくさんの作品が展示されました

常磐システムエンジニアリング様
体温測定器　1台

大宮ライオンズクラブ様
常陸大宮市スナッグゴルフ大会 賞品

▲参加した大賀小学校の皆さん ▲展示会場の様子（道の駅常陸大宮～かわプラザ～）

▲子供たちに分かりやすく説明する寺門さん
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